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平成の信濃川大改修 「大河津分水洗堰改築」始ま る

一21世紀を拓 く治水事業の 新たな展開
一

　今回は 当支部内で 実施 さ れ て い る 大規模事業 の 中か ら，

越後平野 の 守護神，大河津分水の 改修事業 を ピ ッ ク ア ッ

プ して ，概要 を 建設省北陸地方建設局よ り紹介 し て い た

だ きま した 。

1． 信濃川 を治め よ

　 日本列島に大蛇 の ご と く，信濃 の 国 か ら越後の 国の 海

に至 る 367km をの たうち ま わ る大 河
・
信濃川。

　 そ の 豊富 な水 は 流 域 に 清水 ・多水文化 を培 い
， 流れ 出

た 土 砂 は 広 大な沖積地 を産み，そ して 大地 に は豊 か な 収

穫 を実 らせ る 。 しか し他方 で は，江戸期の 昔 か ら暴 れ 川

で あ り ， 幾多の 洪水氾濫 を起 こ し，容赦な く人 々 の 生命

や財産を奪 い 続け た 。

　 特 に，水 害 の 常襲地帯 で あ る越後平野 に おい て，信濃

川 の 洪水 氾濫は 人 々 の 最大 の 脅威 で あ っ た 。

　度重 な る 水害 に 堪 え き れ ず，享 保年間 （1716頃） に

は ，寺泊の 本間数右衛門らが 「大河津分水 工 事」 に つ い

て 幕府に 請願 を繰 り返す が ，時の 幕 府 は 財政難 を理 由 に

工 事を認 め な か っ た
。

　そ の 後も洪水 は 越後平野 を 襲 い ，歌 人 ・
良寛 （1831

没）の 和歌な ど に氾濫 の 惨状が 描写 されて い る。

　時代 は 明 治 に 入 り，そ の 元 年 （1868） に 大洪水 が 発

生 した 。翌 年，政府 は分 水工 事着手 を決定 す るが，そ の

後間 もな く ， 現場 で 地す べ りの 発生 や工 事反対の 騒動が

起 き，工 事中止を余儀な くさ れ た 。

　明治中期に は，分水工 事の ための 運動 が 盛 ん に な っ た

が，工 事再開の 目処 は 立 た ず ，っ い に最大悲劇を迎 え る

の で あ っ た。そ れ は 明 治29年 （1896）の 「横田切 れ 」

で あ る。分水町横 田 の信濃川 堤 防 が 破れ ，その後 至 る所
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で 破堤 が相 次 ぎ，越後平野
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帯 が 泥 の 海 とな っ た 。

　 こ の 未曾有の 大水害を契機 に，分水 工 事 の機運が
一

層

高 まり，政府 が工 事を 再 開 した の は ，明 治42年 （1909）
の こ とで あ っ た。

　そ の 13年後の 大正 11年 （1922）， 悲願 の 通水 を果 た し，

東洋
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の 治水工 事 は 完成をみ た。

　以来，70有余年 もの 永い 間，大 河津分 水 は 補修 ・
改

造 工 事 に 支 え られ な が ら も，越後 平野 に 守護神 と し鎮座

し，の た うち まわ る暴れ 信濃川 を 治め ， 人 々 に親 しま れ

な が ら も感銘 と感動を与 え続 け て い る。

2． 大河津分水洗堰 も老境に

　 しか し，大河津分水 の 施 設 は既 に老境 に 入 っ て お り，

特に 近年の 洗堰 は 本体 に面的な水平亀裂が 発見された り，

昭和 57年洪水で は右岸取付 け部 か らの 漏 水 が発覚 した 。

　 洗 堰 は ，大 正 11年 の 大河津分水路 へ の 通水 に 合 わ せ

て 設置 され た もの で あ り，信 濃川 治 水 の 「要 」 と称 され

る ゆ え ん は ，左 記 に 示 す 3 大機能 に ある。

　（1） 平常時 に は信濃川 下 流 へ の 毎秒270　m3 を 上 限 と

　　 した 流水 の 安全 な放流を行 う

　  　信濃川下流の 洪 水 時 には ，信濃川 下流へ の 放流 を

　　 行 わ ず，全 流 量 を大河津分水路 へ 放流す る

　（3） 派川
・
西 川へ の 必 要流量 の 放流

　前述 の非常時に は ， 緊急暫定的 な処置が施されたが，

将来の 洗堰本体 の 安定性 ・安全性 や 治水機能の 低下 な ど

に 危惧が生 じた 。

　 こ の 対策 に は ，現施設補強 と新堰建設 の 2 と お りが

あり，両者に つ い て長期的視野で 技術的な調査 検 討を

重 ね た 。

　 こ の 結果，現洗堰 の 耐 用年数 が 着実 に 近 づ きつ つ あり，

改築を選択す る こ と が経済性 だ け で な く，治 水 安 全 度 の

向上 に も有利で あ る との 論 に 決 した。

3．　 新洗堰は何処に

　薪洗堰 の 建設箇所 は ，工 事期間 中も現洗堰の 機能維持

が必 須の 条件 に な る こ とか ら，現閘 門 の右 岸隣 接 地 と し，
一

級 河 川 ・猿橋 川 を 付替 え た 後，新洗堰 に 着手す る こ と

と した 。

4． 新洗堰 の 工事概要は

堰 本体 の 工 事規 模 は，30 万 m3 の 掘 削 ，2000 本 の 基i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 45
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

支部ね っ と

写 真一2　 新 洗堰 は 猿橋 川 と現 閘 門 との 間 に

　 　 　 　 建設 さ れ る

礎杭，300   t の 鋼矢板，SOOO　tの 鉄筋 と 6万 ln3 の コ

ン ク リ
ートで あ る。

　本体工事 で は ，特 に 土工 量 が 30万 m3 に 達す る こ とか

ら，掘翻発生残土 の 仮置場所 が 必要とな り，こ の 用 地の

確保 は，官側借地 （約七町歩）で 対処 す る こ と と した 。

仮設工 事 は，本堤 が仮締切 りに な り，ま た障害物もな く，

現地 盤 ヒの 仮設物 は 工 事用道路の み とな る。

　堰建設箇所の 地 質は ，沖積の AS 層と AC 層 の 互層構

造 を 成す。堰床版 の床付け 面直下に AC 層 が あ り， さ ら

に そ の 下部に は ，厄介老 ・被圧を持 つ DS 層が居座る。

　一
方，地下水は現地盤 よ り比較的浅 い 位置に 出 現 し，

儒濃 川 河川 水 位 と連動 して い る。

　 こ の ため，本体掘削で は 「盤 ぷ くれ 対策」 と 「地 下 水

対策」が 安全 施工 上 ，重要 で あ り不 可欠となる。そこ で，

安全で 効果的 に 行 え る対策 工 法 を検討 した。工 事実績や

信 頼 性 か ら，掘 削範囲 の 全 周 を対象 に遮水層 まで 遮水壁

を構築す る 「地中連続壁 工 法 」 を採 用 す る こ と と した。

　 さ ら に，壁内部の 地下水は 「デ ィ
ー

プウ ユ ．ル工 法」 で

排除 し．併 せ て DS 層の被圧 水 を抜 き取 り，盤 ぶ くれの

回 避 を隱 る もの で あ る。

5． 新洗堰デザイン ・コ ン セプ トは

冖噛
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　周辺環境 に溶け 込 み，ゆ っ た り とした 風情 の 中 に ， 洪

水の 恐怖 か ら解 き放 さ れ た安堵感 ・安心感が漂 う大河津

分水 。 訪 れ る 人 々 の 多 くは，その ス ケー
ル の 大 き さ だ け

で な く，美 しい 水 辺 風 景 と雄 大 な眺 望 に感動 を 覚 え る。

　新洗堰の設計に あた っ て は，こ れ らの 要素 を コ ン セ プ

ト して ， 堰本体の 外観 デ ザ イ ン を は じめ．自然 石に よる

表面仕上げや ゲー
ト開閉装置な どに も， 環境 ・景観面 で

の 配慮 が な さ れ て い る 。

　特に主 ゲートの 開閉方式 に ，全國初の 「油 圧 シ 1丿ン ダ

ー
自走式」 を採用 して ， 堰柱上部に機械室 な どをな く し，

威圧感を排除 した。

　 ま た ，通船 の た め の 問門は右岸側 に 配置 し，大 正 11

年当時 と同 じ 「観音開 き方式 」 を採用 して い る。

　魚道に つ い て は，魚の 遊泳 形態 と 能力 に 合 っ た 形 式 を

選定 して，左右岸 に設置 す る 。

　そ して，魚道内を泳 ぐ魚の 様子は ， それ ぞ れ の 魚道観
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察室内で 見学で きる 。

6． 現 洗堰 の 行 く末は

　か け が え の な い 生命 ・財産 を守 り続け た大 河津分水 洗

堰。平成 12年 5 月 （予定）の 新洗堰試験通 水 後に そ の

使命 は解 か れ る。

　大河津分水 を完遂 した 先入 達の 誰が，こ の 日の 到来を

予 知 で きた で あ ろ うか 。先人達 の努 力の 産物と も金字塔

と も言 え る現洗堰 は ， 歴 史的 か っ 文化的土木遺産 に ふ さ

わ し く，そ の 雄姿は偉業 と共 に 保存
・
保管 が な さ れ る こ

とに な っ て い る 。

7． 信濃川に ロ マ ンを求め て

　信濃川
・
大河津分水 に は無限 の ロ マ ソ があ る。そ して ，

そ の 治水工 事 に 全身全霊 を捧げた真摯な土木技術者達の

熱 き ドラマ が あ る 。

　彼 らの 精神 は 「人類 ノ 為 メ，国ノ為 メ」 と説 い た青山

± （あお や ま あ き ら ・元 内務 省 新 潟土 木出張所長）の 撰

文 に，今な お 生 き続 け る。

　大河津分水 の新た な旅 立 ち に は，河川技術者達が 演出

する素晴 らしい ドラマ が 待 っ て い る 。

　 来 世 紀 そ して来 々 世紀 も…。

（文貴 ：佐野 久一一　前信濃川 工 事事 務 所 　建設監督官）
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